


１９

２０

２３

１３

１８

３

３

８

１



-1-

--0123456789



図 1  悪 臭 防 止 法 の 体 系
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2 悪臭防止法

(1)悪臭防止法の目的

悪臭防止法は、 工場その他の事業場における事業活動に伴って発生する悪臭につい

て規制することにより、 生活環境を保全し、 国民の健康の保護に資することを目的と

しています。

【規制対象】

業種や規模を間わず、 規制地域内にある全ての工場その他の事業場

（ 
プ 【規制対象にならt‘

ふいもの】 ＝ ＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝、

II 
◎ 自動車、 船舶、 航空機などの移動発生源

II ◎ 下水道の排水管、 排水渠

II 
◎ 建設工事、 浚渫、 埋立等のために一 時的に設置される作業場 !! 

◎ その他、 一般に事業場の通念に含まれないもの 』＼ 

【規制方法】

悪臭規制は、 次の2つの規制方法があります。

-__,. 

①特定悪臭物質濃度規制（⇒ p 8)

特定悪臭物質として定められた22物質を規制しています。

②臭気指数規制（⇒ p １３)

人間の嗅覚を用いて悪臭の程度を数値化した「臭気指数」により、 全てのにおい

物質を規制しています。

(2)規制地域

悪臭による影響は、 その発生源の周辺地域に限られ、 大気汚染などのように広域に

影響を及ぼすおそれは少ないことから、 悪臭防止法では、 生活環境を保全するため悪

臭を防止する必要があると認める住居が集合している地域や、 学校・保育所・病院が

存在する地域を指定し、 指定した地域にのみ規制が適用されます。

規制地域については、 その自然的、 社会的条件を考慮して、 必要に応じ地域を区分

し、 規制基準を定めています。（町村の区域は県知事が、 市の区域は市長が指定してい

ます。 県内の規制地域は図2のとおり。）

また、 悪臭は、 極めて地域性が高い問題であり、 かつ、 悪臭に係る規制事務は市町

村長の自治事務であることから、 県知事が町村の区域を指定する場合は、 地域を管轄

する町村長から十分に意見を聞いた上で指定することとなっています。
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美作町
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図のとおりです。

図のとおりです。
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市町村名 規制地域

現在 合併前 第１種区域 第 2種区域 第 3種区域

岡山市

赤磐市

和気町

美咲町

岡山市

御津町

灘崎町

第一種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

第１種区域、第 2種区域以

外の地域

赤坂町

和気町

坂辺 ,惣分 ,小原の各一部

用途地域

 （準工業地域を除く）
第 1種区域以外の地域

柵原町

すべての地域鏡野町

富　村

奥津町

上齋原村

鏡野町

奈義町 すべての地域

すべての地域

※市町村欄の「合併前」とは平成 16 年 10 月～平成 19 年 1 月に行われた合併前の市町村名です。

※「坂辺 ,惣分 ,小原の各一部」とは ,赤磐市環境課に備えられている図のとおりです。
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（参考） 図３  用途地域について（都市計画法第８条第１項第１号）
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３ 特定悪臭物質濃度規制 

表 1及び図 2に掲げる規制地域内に立地する工場・事業場については、事業活動に伴い発生す

る「特定悪臭物質」（22物質）について、その物質ごとに規制基準（表 4〜表 6）が設けられてい

ます。 

規制の種類としては、表 3のとおり敷地境界上（22物質）、気体排出口（13物質）及び排出水

（4 物質）についてそれぞれ規制基準が定められており、事業者は、それぞれの規制基準を遵守

しなければなりません。 

また、表 7〜表 9に示すとおり、規制の種類ごと及び特定悪臭物質の種類ごとに、採取方法及

び測定方法が定められています。 

表 3 特定悪臭物質濃度規制に係る規制の種類 

規制の種類 適用対象 規制基準 測定方法 

敷地境界上での規制 

（第 1号規制） 

工場・事業場の建物又は敷地全体から特定

悪臭物質が排出される場合 

表 4参照 表 7参照 

気体排出口での規制 

（第 2号規制） 

工場・事業場の煙突や排気口等（気体排出

口）から特定悪臭物質が排出される場合 

表 5参照 表 8参照 

排出水に係る規制 

（第 3号規制） 

工場・事業場の排出水に含まれている特定

悪臭物質が排水口から排出される場合 

表 6参照 表 9参照 

【特定悪臭物質濃度規制の概念図】 

工場・事業場 

気体排出口の規制 

（第 2号規制） 

敷地境界上の規制 

（第 1号規制） 

排出水の規制 

（第 3号規制） 

１

（３）特定悪臭物質濃度規制
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表 4 特定悪臭物質の敷地境界上での規制基準（第 1号規制） 

敷地境界の規制基準（単位 ppm） 
規制対象となる特定悪臭物質 化学式 

第 1種区域 第 2種区域 

アンモニア NH3 1 2 

メチルメルカプタン CH3SH 0.002 0.004 

硫化水素 H2S 0.02 0.06 

硫化メチル (CH3)2S 0.01 0.05 

二硫化メチル CH3-S=S-CH3 0.009 0.03 

トリメチルアミン (CH3)3N 0.005 0.02 

アセトアルデヒド CH3CHO 0.05 0.1 

プロピオンアルデヒド CH3CH2CHO 0.05 0.1 

ノルマルブチルアルデヒド CH3(CH2)2CHO 0.009 0.03 

イソブチルアルデヒド (CH3)2CHCHO 0.02 0.07 

ノルマルバレルアルデヒド CH3(CH2)3CHO 0.009 0.02 

イソバレルアルデヒド (CH3)2CHCH2CHO 0.003 0.006 

イソブタノール (CH3)2CHCH2OH 0.9 4 

酢酸エチル CH3CO2C2H5 3 7 

メチルイソブチルケトン CH3COCH2CH(CH3)2 1 3 

トルエン C6H5CH3 10 30 

スチレン C6H5CH=CH2 0.4 0.8 

キシレン C6H4(CH3)2 1 2 

プロピオン酸 CH3CH2COOH 0.03 0.07 

ノルマル酪酸 CH3(CH2)2COOH 0.001 0.002 

ノルマル吉草酸 CH3(CH2)3COOH 0.0009 0.002 

イソ吉草酸 (CH3)2CHCH2COOH 0.001 0.004 

【備考】 
対象となる工場・事業場の敷地境界上で捕集した空気に含まれる上記特定悪臭物質（22物質）のうち

いずれも上記規制基準を超過してはならない。 

ｐｐｍ 濃度の単位で「百万分率」を指し、1m3（1m 四方の立方体）の空間に 1cm3（1cm 四方の立方

体）の特定悪臭物質が含まれる場合、その濃度を「1ppm」（＝百万分の 1）という。 

－8－
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表7 敷地境界上における特定悪臭物質の測定方法

特定悪臭物質 採取法 測定法 使用機器

吸光光度法 吸光光度計

アンモニア 吸収瓶
JIS K 0099に定める

イオンクロマトグラフ分析装置
イオンクロマトグラフ法

メチルメルカプタン

硫化水素 炎光光度検出器(F PD)付ガスク
試料採取袋 ガスクロマトグラフ法

硫化メチル ロマトグラフ分析装置

二硫化メチル

水素炎イオン化検出器(F ID)付

トリメチルアミン 吸収瓶

ガスクロマトグラフ法
ガスクロマトグラフ分析装置

アルカリ熱イオン化検出器(F TD)
ガスクロマトグラフ法

アセトアルデヒド 付ガスクロマトグラフ分析装置

プロピオンアルデヒド
電子衝撃イオン化法(E I法）が可

ノルマルブチルアルデヒド ガスクロマトグラフ質
試料採取袋 能なガスクロマトグラフ質量分析装

イソブチルアルデヒド 量分析法
置 （選択イオン検出法）

ノルマルバレルアルデヒド

イソバレルアルデヒド 高速液体クロマトグラフ
高速液体クロマトグラフ分析装置

法

イソブタノール

酢酸エチル

電子衝撃イオン化法(E I法）が可

メチルイソブチルケトン

ガスクロマトグラフ
能なガスクロトグラフ質量分析装

試料採取袋
トルエン

質量分析法
置（選択イオン検出法）

スチレン

キシレン

プロピオン酸

ノルマル酪酸 水素炎イオン化検出器(F ID)付
直接採取 ガスクロマトグラフ法

ノルマル吉草酸 ガスクロマトグラフ分析装置

イソ吉草酸

-10-

水素炎イオン化検出器(F ID)付

ガスクロマトグラフ分析装置
ガスクロマトグラフ法
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表8 気体排出口における特定悪臭物質の測定方法

特定悪臭物質 採取法 測定法 使用機器

アンモニア JIS K 0099に定める測定方法

炎光光度検出器(F PD)付ガス
硫化水素 試料採取袋 ガスクロマトグラフ法

クロマトグラフ分析装置

トリメチルアミン 吸収瓶 ガスクロマトグラフ法

水素炎イオン化検出器(F ID) 

付ガスクロマトグラフ分析装置

アルカリ熱イオン化検出器(FT

ガスクロマトグラフ法

D)付ガスクロマトグラフ分析装

プロピオンアルデヒド 置

ノルマルブチルアルデヒド
ガスクロマトグラフ質

電子衝撃イオン化法(E I法）が

イソブチルアルデヒド 試料採取袋 可能なガスクロマトグラフ質量分
量分析法

ノルマルバレルアルデヒド 析装置 （選択イオン検出法）

イソバレルアルデヒド
高速液体クロマトグラフ

高速液体クロマトグラフ分析装置
法

イソブタノール

酢酸エチル

ガスクロマトグラフメチルイソブチルケトン 試料採取袋

質量分析法

電子衝撃イオン化法(E I法）が可

能なガスクロトグラフ質量分析装

置（選択イオン検出法）

トルエン

キシレン

表9 排水口における特定悪臭物質の測定方法

特定悪臭物質 採取法 測定法 使用機器

メチルメルカプタン
炎光光度検出器(F PD)付

硫化水素

硫化メチル 試料採取瓶 ヘッドスペース法
ガスクロマトグラフ分析装置

二硫化メチル

-11-

ガスクロマトグラフ法

水素炎イオン化検出器(F ID) 

付ガスクロマトグラフ分析装置
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(4)臭気指数規制

「臭気指数規制」 とは、 人の嗅覚を用いて「においの総体」を規制することができるもので、
特定悪臭物以外の悪臭物質や複合臭等についても規制が可能となります。

現在、 岡山県内で臭気指数による規制地域に指定されているのは、 表2及び図2のとおりであ
り、岡山市の一部（旧瀬戸町及び旧建部町以外の地域）、赤磐市の一部（旧赤坂町の区域の一部）、
和気町の一部（旧和気町の区域）、 ， 美咲町の一部（旧柵原町の区域）、鎧野町全域及び奈義町全域
となっています。

臭気指数規制地域内に立地する工場・事業場から発生するすべての悪臭について、規制基準（表

11 ～ 表13)が適用されます。
規制の種類としては、 表10のとおり敷地境界上、 気体排出口及び排出水についてそれぞれ基

準 が定められており、 事業者は、 それぞれの規制基準を遵守しなければなりません。
また、 表14～ 表16に示すとおり、 規制の種類ごとに採取方法及び測定方法が定められていま

す。

表10 臭気指数規制に係る規制の種類
規制の種類

敷地境界上での規制
（第1号規制）

気体排出口での規制
（第2号規制）

排 出 水 に係る規 制
（第3号規制）

［臭 気指数規制の概念図】

敷地境界上の規制
（第1号規制）

適用対象 | 
工場・事業場の建物又は敷地全体から 悪臭l 

物質が排出される場合 |

工
口
場

）か
・事
ら

業
悪
場

臭
の
物
煙
質

突
が
や
排

排
出

気
され

口
等
る場

（気
合
体排出

| 

工場・事業場の排出水に含まれている 悪臭
物質が排 水口から排出される場合 |

工場・事業場

排出水の規制
（第3号規制）

-12-

規制基準 | 測定方法
l 

表11参照 表14, 15参照

表12参照 表14, 16参照

表13参照 表14, 16参照

気体排出口の規制
（第2号規制）
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臭気指数規制基準

市長名
敷地境界の基準（臭気指数）

第１種区域 第２種区域 第３種区域

岡山市

 （旧瀬戸町及び旧建部町以外の地域）

赤磐市（旧赤坂町の一部）

和気町（旧和気町）

美咲町（旧柵原町）

鏡野町（旧富村、奥津町、上齋原村

　　　　鏡野町）

奈義町（旧奈義町）

12 15 18

13

14

14

14

14

12
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 近年、生活環境の質の向上を求める傾向はますます強くなり、においそのものの構成要
素として注目されています。一方、今日の悪臭問題は、工場が発生源となるもののほかに、

店舗や家庭に原因がある「都市・生活型公害」となっています。  そこで、環境省では、新しいアプローチとして、「かおり環境」という考え方を取り入れ、
「身近にある良いかおりを再発見し、かおりに気づくことを通して身の回りにある様々な

においを意識し、不快なにおいの改善に積極的に取り組む地域の活動」を促進することを

ねらいとして、良好なかおりとその源となる自然や文化− かおり環境− を保全・創出しよ

うとする地域の取り組みの支援の一環として、かおり環境として特にすぐれたもの 地

点を“かおり風景 選”として、平成 年 月に認定されました。  この“かおり風景 選”には、岡山県からも「吉備丘陵の白桃」（岡山市・倉敷市・赤

磐市）及び「毛無山ブナとカタクリの花」（新庄村） ヶ所が選定されています。  これらのすばらしいかおり風景を、地域の財産として、守り育てていきましょう。 
環境省ホームページ   

“日本のかおり風景１００選”事業 



悪臭に関するお問い合わせ先 
○ 市町村環境担当課 
○ 岡山県環境文化部環境管理課 
〒  岡山市北区内山下          
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